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論　文　内　容　の　要　旨

　目的

　内因性オピオイド物質であるエンケファリンの血中

濃度の測定が，褐色細胞腫患者の発見にどの程度有効

か，またこの物質が褐色細胞腫の一見複雑な病態にど

のようにかかわっているかを明らかにせんとした．

　方法

　1989年より1991年までに東京女子医科大学内分泌外

科にて手術を施行した褐色細胞腫患者14例を対象とし

た．対照として，原：発性アルドステロン症4例，ホル

モン手下生性副腎腺腫1例，甲状腺髄様癌1例の計6

例を選んだ．これらの患者の末梢血を術前，術中腫瘍

摘除操作中，術後第7病日の3点で採取し，エンケファ

リン血中濃度をRIA法にて測定した，

　結果

　褐色細胞腫患者群における血中ロイシンーエンケ

ファリソ濃度は，

　（1）対照群に比して術前，術中において有意に高値

を示し，術後は有意差を認めなかった．

　（2）褐色細胞腫をアドレナリン・ノルアドレナリソ

分泌型とノルアドレナリン分泌型に分類すると，アド

レナリン・ノルアドレナリン型患者において高値を示

す傾向が見られたが，統計学的に有意差はなかった．

　（3）高血圧発作の有無で発作群と非発作群に分類す

ると，発作群がより高値を示す傾向を示したが，有意

差はなかった．

　（4）臨床的に重症群と軽症群に分類すると，重症群

で有意に高値を示した．

　（5）褐色細胞腫の手術時期による推移をみると，術

中〉術前〉術後という関係が成り立ち，これは同時に

測定した血中カテコールアミン濃度の推移と一致し

た．

　考察ならびに結語

　エンケファリンは，血中へ放出されたあと，酵素に

より速やかに分解され，従来その測定が困難であった

が，本研究では分解酵素阻害剤入りの容器を用いて採

血した．その結果すべての褐色細胞腫患老において，

ロイシンーエソケファリンは，従来報告されている組

織中と同様に血中にも存在することがわかった，また，

病型や発作形式による差も，組織中と同様に血中でも

見られ，さらに，ロイシンーエンケファリソの血中濃

度が，褐色細胞腫における重症度の指標となりうるこ

とが示唆された．

　なお血中エンケファリンの測定が褐色細胞腫の発見

に有用であるかどうかは，今日なおその測定が容易で

ないということも含め，肯定的な答は出せないように

思う．
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論　文　審　査　の　要　旨

　ロイシン・エンケファリンは内因性オピオイドの一つであるが，副腎髄質にも存在する．本論文ではロイシ

ン・エンケファリンの測定法を改良し，褐色細胞腫患老血中値を測定レたところ，正常者より有意に高いこと

を初めて明らかにした．さらに病型ではノルアドレナリン・アドレナリン型，高血圧発作型で高く，また重症

度の高い例で高値を示すことを見出した．学術上価値の高い論文である，
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